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新鳥羽市消防庁舎完成！３月１日より新庁舎移転とともに運用が開始されます。



2わたしの議会。

12月
議会報告

令和２年度鳥羽市一般会計補正予算（第12号）ほか、
など、議案20件を審議しました。

議
案
第
52
号

鳥
羽
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問		

消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
の
経
緯
を
聞
き
ま
す
。

答		

市
長　

大
規
模
災
害
時
等
に
消
防
職
員
や
消
防

団
員
を
退
職
・
退
団
さ
れ
、
地
域
に
残
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、

消
防
職
団
員
Ｏ
Ｂ
を
災
害
支
援
団
員
に
位
置
づ

け
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問		

災
害
支
援
団
員
は
消
防
団
員
ま
た
は
消
防
職
員

と
し
て
１
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
と
す
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

答		

消
防
長　

平
常
時
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に

消
防
団
が
行
う
諸
行
事
や
訓
練
参
加
を
免
除
す

る
こ
と
を
要
綱
に
定
め
て
い
ま
す
。
消
防
活
動

の
知
識
と
経
験
を
一
定
以
上
有
し
て
い
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
１
年
以
上
と
し
ま
し
た
。

議
案
第
54
号

第
六
次
鳥
羽
市
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び

前
期
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問		

計
画
策
定
に
当
た
り
、考
え
る
場
、参
画
す
る
場
を

市
民
に
十
分
提
供
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答		

市
長　

新
し
い
試
み
と
し
て
、
小
さ
い
規
模
で
、

様
々
な
場
面
で
、
違
っ
た
方
法
で
、
様
々
な
世

代
に
数
多
く
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問		

市
民
へ
の
情
報
提
供
、
共
有
と
い
う
の
は
十
分

に
図
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答		

市
長　

総
合
計
画
の
柱
に
な
っ
て
い
る
地
域
共

生
社
会
の
理
解
を
求
め
る
と
い
う
意
味
で
は
、

触
れ
な
か
っ
た
挨
拶
は
な
い
と
思
え
る
ぐ
ら
い

重
点
的
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

問		

誰
の
た
め
の
計
画
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答		

市
長　

私
の
思
い
で
も
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

思
い
で
も
あ
る
計
画
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長地

域
防
災
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い

市
長私

の
思
い
で
も
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
思
い
で
も
あ
る
計
画

濱
口
正
久

条
例
の
一
部
改
正
の
経
緯
は

山
本
哲
也

誰
の
た
め
の
総
合
計
画
と

考
え
て
い
ま
す
か

・
議
案
質
疑
・

・
議
案
質
疑
・

　各常任委員会に 20 議案が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
54
号　

第
六
次
鳥
羽
市
総
合

計
画
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

（
今
後
、本
市
が
進
む
べ
き
方
向
を
明

確
に
し
、地
域
ご
と
に
育
ま
れ
て
き

た
ま
ち
の
個
性
を
大
切
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
基
本
構
想
及
び
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
前
期
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。）

　

議
案
第
54
号
に
つ
い
て
は
、
内
容

が
全
分
野
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
文

教
産
業
常
任
委
員
会
委
員
も
委
員
外

議
員
と
し
て
、
出
席
で
き
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

総務民生
委員会
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問		

将
来
都
市
像
で
誰
も
が
キ
ラ
め
く

鳥
羽
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
福

を
実
感
し
キ
ラ
め
き
続
け
ら
れ
る

ま
ち
と
あ
る
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で

幸
福
実
感
が
違
い
内
心
の
自
由
な

の
で
違
和
感
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
議
論
し
た
の
か
。

答		

内
心
の
自
由
に
つ
い
て
は
議
論
し

て
い
な
い
が
、
誰
か
に
光
を
当
て

て
も
ら
っ
て
輝
く
と
い
う
よ
り

は
、
自
ら
が
輝
く
と
い
う
こ
と
、

自
分
が
思
う
よ
う
に
輝
い
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
57
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
鳥
羽
市
民
体
育
館
他
６

施
設
）

（
指
定
管
理
者
：
東
京
都
千
代
田
区

神
田
駿
河
台
三	

丁
目
３
番
地
４

三
幸
株
式
会
社

代
表
取
締
役	

橋
本	

有
史
）

問		

指
定
期
間
が
１
年
で
あ
る
が
、
２

年
目
以
降
は
ど
う
す
る
の
か
。

答		

来
年
の
今
頃
に
業
者
の
評
価
を
し

て
、
そ
れ
に
よ
り
検
討
し
た
い
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
43
号　

令
和
２
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

問		

観
光
振
興
推
進
事
業
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
を

活
用
し
た
観
光
誘
客
拡
大
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
時
で
あ
れ
ば
と
て

も
良
い
事
業
だ
と
思
う
。し
か
し
、

国
の	

Ｇ
ｏ	

Ｔｏ	

ト
ラ
ベ
ル
事
業
が

12
月
28
日
か
ら
１
月
11
日
ま
で
中

止
と
な
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は
延

長
も
あ
り
得
る
と
い
う
先
の
見
通

し
が
立
た
な
い
状
況
で
、
市
民
か

ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
不
安
の
声
も
聞
か
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
の
補
正
予

算
議
案
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

答		

今
後
は
、
国
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
年
明
け
に
判
断
し
、

１
月
６
日
ス
タ
ー
ト
で
は
な
く
、

１
月
６
日
の
判
断
に
よ
り
１
月
26

日
ス
タ
ー
ト
も
視
野
に
入
れ
て
、

関
係
機
関
と
も
詰
め
な
が
ら
、
進

め
て
い
き
た
い
。

問		

良
い
企
画
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

無
条
件
で
予
算
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
認
め
た
も
の
の
予
算

執
行
な
し
と
い
う
選
択
肢
も
あ

る
。
事
業
者
と
の
契
約
内
容
に
も

よ
る
が
、
１
月
６
日
の
実
施
決
定

判
断
で
は
な
く
、
国
の	

Ｇ
ｏ	

Ｔ
ｏ	

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
１
月
11
日
以
降

の
判
断
を
待
っ
て
、
市
も
判
断
し

た
ら
ど
う
か
。

答		
周
知
に
よ
る
部
分
も
あ
る
が
、
絶

対
数
と
し
て
経
済
的
に
困
っ
て
い

る
方
が
増
え
て
い
る
。

文教産業
委員会

予算決算
委員会

　

委
員
間
討
議
で
は
観
光
振
興
事
業

に
つ
い
て
多
数
の
意
見
が
出
さ
れ
、

審
査
を
含
め
４
時
間
を
超
え
る
委
員

会
と
な
り
ま
し
た
。
審
査
の
詳
細
、

委
員
間
討
議
の
詳
細
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
に
て
公
開
し
て
お
り
ま
す
。「
鳥

羽
市
議
会　

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で

検
索
す
る
と
会
議
が
出
て
き
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
43
号　

令
和
２
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

戸
上
健　

議
員
《
　
反
　
対
　
》

議
案
第
54
号　

第
六
次
鳥
羽
市
総
合

計
画
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

山
本
哲
也　

議
員
《
　
反
　
対
　
》

常任委員会報告

QRコードにアクセスすると
「令和２年12月15日予算決算
常任委員会１」がご覧いただ
けます。
※	YouTubeのご視聴にはパケット
通信料が必要です。

討　

論
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12 月７日～ 12月８日に６人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。

一般質問
これが問いたい	●	ここが聞きたい

※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。
日程 議員氏名 項目

12月７日（月）

浜口一利 中村市政４年間の総括と次期市長選挙への決意について
濱口正久 財政健全化について

戸上　健
コロナ禍のもと、希望の新年を迎えるために市民の家計応援をどう進めるか
鳥羽市は第８期介護保険事業計画で何をめざすのか
船津町樋ノ山太陽光発電所設置計画について

12月８日（火）

南川則之 誰一人取り残されることのない男女共同参画社会の実現について
高齢者の誰もが生涯現役で活躍できる社会の実現について

山本哲也 幼児教育・保育の在り方について

坂倉広子
行政手続きにおける押印見直しについて
感染症対策について
子どもの未来を守り育てる取り組みについて

議員別表決結果令和２年11月30日～ 12月21日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

南
川
則
之

濱
口
正
久

瀬
﨑
伸
一

片
岡
直
博

奥
村　

敦

河
村　

孝

山
本
哲
也

中
世
古
泉

木
下
順
一

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

坂
倉
紀
男

43 令和２年度鳥羽市一般会計補正予算（第12号）

12月21日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

× ○ ○ ○ ○

44 令和２年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 令和２年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 令和２年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正予算
（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 令和２年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 令和２年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
49 鳥羽市職員給与条例の一部改正について	 11月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
50 鳥羽市学校設置条例の一部改正について

12月21日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 鳥羽市消防本部及び消防署の設置等に関する
条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 鳥羽市消防団条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
53 鳥羽市火災予防条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 第六次鳥羽市総合計画基本構想及び前期基本
計画の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 指定管理者の指定について（鳥羽市立長岡診療所） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 指定管理者の指定の一部変更について
（鳥羽市民体育館他５施設） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 指定管理者の指定について（鳥羽市民体育館他６施設） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 伊勢市児童発達支援センターの鳥羽市民の利用
に関する協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 鳥羽市国民健康保険条例の一部を改正する条例
の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60 市の区域内に新たに生じた土地の確認について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
61 字の区域の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
62 令和２年度鳥羽市一般会計補正予算（第13号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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浜口一利

問		

市
長
が
取
り
組
ん
だ
６
つ
の
柱
の
中
で
、

一
番
手
応
え
の
あ
っ
た
も
の
は
何
で
す
か
。

答		

市
長　

公
民
連
携
で
ヒ
ト
・
コ
ト
・
モ
ノ

を
つ
な
ぐ
と
い
う
項
目
の
中
で
、
新
水
産

研
究
所
の
小
浜
移
転
と
中
央
公
園
一
帯
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

問		

こ
の
４
年
間
の
市
民
の
評
価
を
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

答		

市
長　

現
場
に
足
を
運
び
、
対
話
し
、
市

政
に
反
映
し
て
き
ま
し
た
が
、
説
明
が
足

り
な
い
、
伝
え
き
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ

り
ま
し
た
。

問		

次
期
市
長
選
挙
へ
の
決
意
を
お
聞
き
し
ま

す
。

答		

市
長　

こ
の
ま
ち
の
た
め
に
全
力
で
取
り

組
み
た
い
。

問		

２
期
目
の
政
策
は
。

答		

市
長　

一
つ
目
は
海
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

を
目
指
し
ま
す
。
水
産
研
究
所
を
中
心
と

し
、
三
重
大
学
の
研
究
所
、
菅
島
の
名
古

屋
大
学
臨
海
実
験
所
、
鳥
羽
商
船
高
専
、

鳥
羽
水
族
館
、
ミ
キ
モ
ト
真
珠
島
、
海
の

博
物
館
な
ど
海
に
関
わ
る
施
設
が
こ
れ
ほ

ど
集
中
し
て
い
る
の
も
珍
し
く
、
都
市
部

か
ら
の
利
便
性
も
高
い
と
考
え
ま
す
。
二

つ
目
は
公
共
交
通
の
充
実
。
三
つ
目
は
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
。
四
つ
目
が
新
し

い
観
光
振
興
策
の
実
践
。
五
つ
目
は
誰
も

が
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
、
活
躍
出
来
る

ま
ち
づ
く
り
で
す
。
地
域
共
生
の
考
え
方

で
、
人
材
や
食
材
、
店
舗
な
ど
が
お
互
い

に
補
完
し
合
い
市
内
経
済
循
環
に
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

市
長こ

の
ま
ち
の
た
め
に

全
力
で
取
り
組
み
た
い

次
期
市
長
選
挙
へ
の
決
意
を

昨年４月に小浜へ新築移転した鳥羽市水産研究所（右）と
建設中の三重大学水産実験所（左）

濱口正久

問		

市
長
は
現
在
の
財
政
状
況
を
ど
の
よ
う
に

把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答		

市
長　

本
市
の
歳
入
歳
出
、
基
金
と
も
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す

し
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

問		

財
政
健
全
化
の
目
標
を
ど
こ
に
置
き
、
市

民
の
意
見
を
政
策
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

せ
ま
す
か
。

答		

市
長　

人
口
減
少
に
よ
り
市
の
財
政
規

模
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
、
人
口
が
今
よ
り
も
多
か
っ
た
状
態

の
行
政
規
模
を
保
つ
こ
と
、
ま
た
同
じ

だ
け
の
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
は

と
て
も
困
難
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
方
に
し
っ
か
り
意
見
を
聞
き
、

市
が
ど
の
方
向
に
向
か
う
た
め
に
、
ど

の
事
業
を
優
先
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ

が
必
要
な
の
か
等
を
私
か
ら
市
民
の
方

に
向
け
て
し
っ
か
り
伝
え
、
共
有
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問		

事
務
事
業
評
価
を
予
算
に
反
映
す
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
、
取
り
組
む
覚
悟
は
あ

り
ま
す
か
。

答		

市
長　

財
政
健
全
化
の
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
ど
こ
の
ま
ち
で
も
永
遠
の
テ
ー
マ
だ

と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
手
法
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
そ
の
都
度
、
で
き
る
限

り
の
研
究
を
し
て
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長厳

し
い
財
政
状
況
で
も

持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
行
う

財
政
健
全
化
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

厳しい財政の中、選択と集中が必要
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南川則之

問		

老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
市
の
支
援
に
つ
い

て
市
長
の
考
え
を
聞
き
ま
す
。

答		

市
長　

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持

を
す
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
※
の
概
念
の
よ
う
に
複
数
の
ゴ
ー

ル
に
向
か
う
一
つ
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
地
域
共
生
社
会
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
、
支
援
し
て

い
き
た
い
。

問		

い
き
い
き
お
出
か
け
券
事
業
を
廃
止
し
て

い
ま
す
が
、
高
齢
者
が
健
康
を
維
持
し
な

が
ら
可
能
な
限
り
外
出
し
、
生
き
生
き
と

生
活
で
き
る
支
援
策
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
市
長
の
思
い
を
聞
き
ま
す
。

答		

市
長　

廃
止
し
て
か
ら
１
年
余
り
に
な
り

ま
す
が
、
二
期
目
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
暁
に
は
、
次
期
基
本
計
画
の

下
、
同
じ
形
の
支
援
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
新
し
い
支
援
策
も
選
択
肢
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問		

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会

と
鳥
羽
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
連

名
で
市
長
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

国
と
同
額
以
上
の
補
助
金
確
保
、公
共
事
業

の
発
注
確
保
、安
定
的
な
事
業
運
営
へ
の

措
置
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
聞
き
ま
す
。

答		

市
長　

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
予
算
を

維
持
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。
公

共
か
ら
の
事
業
発
注
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

同
様
の
市
の
事
業
確
保
を
意
識
し
て
い
き

た
い
。
安
定
的
な
事
業
運
営
へ
の
措
置
に
つ

い
て
は
で
き
る
限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
。

※	

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
…
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
て
記
載
さ
れ
た
２
０
３
０
年
ま
で

に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
。

「Sustainable	Developm
ent	Goals

（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）」
の
略
称
。

市
長新

し
い
支
援
策
も
選
択

肢
と
し
て
考
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い

高
齢
者
が
健
康
を
維
持
し
な
が
ら

外
出
で
き
る
支
援
策
は

鳥羽市シルバー人材センターの
ボランティア活動

戸上　健

問		

コ
ロ
ナ
禍
は
、
社
会
的
弱
者
に
非
常
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
障
が
い
者

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
、
Ｂ
型
事
業
所
で
働

く
方
々
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
。

答		

健
康
福
祉
課
長　

障
が
い
者
個
人
の
方
々

に
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通

所
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
施

設
を
有
す
る
法
人
に
対
し
、
マ
ス
ク
、
消

毒
液
等
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
予

防
対
策
応
援
金
も
申
請
い
た
だ
い
た
事
業

所
に
は
配
布
し
て
い
ま
す
。

問		

Ｂ
型
事
業
所
へ
実
際
に
足
を
運
ん
で
、
実

情
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

答		

市
長　
早
速
、お
邪
魔
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問		

受
注
減
で
苦
し
ん
で
い
る
Ｂ
型
事
業
所
に

対
し
て
、
何
ら
か
の
フ
ォ
ロ
ー
策
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答		

市
長　
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
考
え
て
い
き
た
い
。	

	
	（

工
賃
補
填
は
）
臨
時
交
付
金
の
使
い
道
も

考
え
て
、検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

問		

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
な
く
て

困
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
ど

れ
だ
け
待
て
ば
入
れ
ま
す
か
。

答		

健
康
福
祉
課
長　

入
所
待
機
い
た
だ
い

て
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
入
所
で
き
る
場

合
、
少
し
時
間
が
か
か
る
場
合
な
ど
様
々

で
す
が
、
介
護
度
４
以
上
の
重
度
の
方
に

つ
い
て
は
、
最
近
の
動
向
と
し
て
お
お
む

ね
６
か
月
程
度
で
す
。

市
長検

討
し
て
み
た
い

Ｂ
型
事
業
所
の
受
注
減
に

対
し
て
フ
ォ
ロ
ー
策
を

健
康
福
祉
課
長

　

お
お
む
ね
６
か
月
程
度
で
す

特
養
入
所
ま
で
の
期
間
は

「Ｂ型事業所」五っぽが
設置している自販機
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坂倉広子

問		

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

接
種
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
の
現
状
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答		

健
康
福
祉
課
副
参
事　

接
種
費
用
は
、
鳥

羽
市
と
志
摩
市
、
志
摩
医
師
会
の
３
者
で

決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

一
人
４
３
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
、
市
が
２
８
０
０
円
の
委
託
料
を
負

担
す
る
た
め
、
自
己
負
担
額
は
１
５
０
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問		

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費

用
の
自
己
負
担
、
無
料
化
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

答		

健
康
福
祉
課
副
参
事　

無
料
化
の
影
響
で

接
種
す
る
方
が
増
加
し
、
基
礎
疾
患
を
お

持
ち
の
方
な
ど
予
防
接
種
の
必
要
な
方
が

接
種
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
混
乱
を
招
く

お
そ
れ
が
あ
る
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
自
己
負
担
の
無
料
化
に
つ
い

て
は
、
総
合
的
に
勘
案
し
見
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問		

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
コ
ロ
ナ

禍
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
中
で
、

本
市
の
中
学
３
年
生
、
高
校
３
年
生
へ
の

助
成
を
拡
大
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答		

健
康
福
祉
課
副
参
事　

各
市
町
に
お
い

て
、
自
己
負
担
の
無
料
化
あ
る
い
は
一
部

自
己
負
担
等
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
市
に
お
け
る
中
学
、
高
校
３
年
生

を
対
象
と
し
た
助
成
拡
大
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
他
市
町
の
状
況
も
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
副
参
事

他
市
町
の
状
況
も

見
な
が
ら
検
討
し
た
い

受
験
生
へ
の
予
防
接
種
支
援
は

山本哲也

問		

現
在
の
か
も
め
幼
稚
園
の
在
籍
す
る
児
童

数
と
来
年
度
の
入
園
希
望
児
童
数
を
聞
き

ま
す
。

答		

教
委
総
務
課
長　

現
在
の
在
園
児
数
は
38

人
で
す
。
令
和
３
年
度
の
新
規
入
園
希
望

者
数
は
３
歳
児
が
５
人
、
４
歳
児
が
１
人

の
６
人
で
、
令
和
３
年
度
４
月
の
園
児
数

は
31
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

問		

ど
の
よ
う
に
減
少
傾
向
の
要
因
を
捉
え
て

い
ま
す
か
。

答		

教
委
総
務
課
長　

核
家
族
化
の
進
行
や

共
働
き
家
庭
の
増
加
に
よ
り
、
低
年
齢
児

の
保
育
や
長
時
間
保
育
の
ニ
ー
ズ
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
２
歳
ま
で
の
低

年
齢
か
ら
の
通
所
し
て
い
る
保
育
所
に
継

続
し
て
通
所
す
る
ケ
ー
ス
。
国
の
制
度
改

正
に
よ
り
ま
し
て
、
昨
年
10
月
か
ら
幼
稚

園
・
保
育
所
と
も
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
利

用
料
が
無
償
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
各
地
域

に
あ
る
保
育
所
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た

影
響
も
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

問		

在
籍
園
児
が
少
な
く
な
る
と
、
ど
の
よ
う

な
問
題
が
生
じ
て
く
る
か
聞
き
ま
す
。

答		

学
校
教
育
課
長　

少
人
数
の
ク
ラ
ス
で

は
、
集
団
で
の
活
動
で
育
ま
れ
る
成
長
目

標
の
達
成
に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

問		

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

答		

教
育
長　

早
急
に
来
年
、
再
来
年
ぐ
ら

い
で
認
定
こ
ど
も
園
の
具
体
的
な
方
向
性

と
い
う
の
を
考
え
て
い
く
時
期
に
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長

認
定
こ
ど
も
園
の
方
向
性

を
考
え
て
い
く
時
期
に
来
た

か
も
め
幼
稚
園
の
児
童
減
少
に

つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
す
べ
き
で
は

加茂中学校授業風景

昭和53年に開園された鳥羽市立かもめ幼稚園
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今、きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポットを
あてる企画です。

きらり輝く人達

東京芸術大学卒業。
新国立劇場合唱団所属。
これまでに「魔笛」、「フィガロの結婚」、「椿姫」等のオペラでソリストとして
出演し、好評を博す。　
また、モーツァルトの「戴冠ミサ」、ベートーヴェンの「第九」等オーケストラ
との共演でもソリストを務める。その他チャリティーリサイタル、スクール
コンサートを始め、ケーブルテレビへの出演、合唱団への指導など幅広く
活躍している。
ジャンルを問わない声と音楽性でクラシックからポピュラーまでレパートリー
を広げている。
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検
 索

│
声
楽
家
を
目
指
さ
れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

私
が
歌
に
出
会
っ
た
の
は
高
校
の
合
唱
部
で
、
先

輩
や
顧
問
の
先
生
ら
と
共
に
、
声
と
音
楽
を
練
り
上

げ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
最
初
は

音
楽
の
教
員
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
に

入
っ
て
、
舞
台
で
歌
い
演
じ
る
こ
と
に
生
き
が
い
を

感
じ
、
演
奏
家
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

│
現
在
は
東
京
を
中
心
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
大
木
さ
ん
の
鳥
羽
市
へ
の
思
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

山
、
海
、
川
、
美
味
、
そ
し
て
優
し
い
訛
り
。
芸

術
に
必
要
な
全
て
が
揃
っ
て
い
て
、
多
感
な
時
代
を

鳥
羽
で
過
ご
し
て
き
た
私
の
音
楽
の
源
は
、
ほ
ぼ
鳥

羽
産
で
す
。
そ
れ
が
今
で
も
心
と
体
に
染
み
つ
い
て

い
る
自
慢
の
故
郷
で
す
。

│
最
後
に
、
鳥
羽
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
抱
き
あ
え
！
諸
人
よ
」
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第

九
で
私
の
大
好
き
な
言
葉
で
す
。
今
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
人
と
の
距
離
が
必
要
で
す
が
、
心
ま
で
閉
ざ
す
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
し
な
が
ら
、
好

き
な
芸
術
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
触
れ
て
、
お

腹
の
底
か
ら
深
呼
吸
し
ま
し
ょ
う
。「
心
の
健
康
」

を
維
持
す
る
秘
訣
で
す
。
少
し
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
が

去
り
、
マ
ス
ク
を
取
り
去
っ
て
、
抱
き
あ
い
、
語
り

合
い
、
歌
い
あ
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

編集後記
わたしの議会。（とば市議会だより）第174号をお届けします。
ここまで１年間にわたる新型コロナウイルス感染症が、鳥羽市の当初計画
どおりの事業実施に大きな影響を与えた状況が表れた補正予算（第12号）で
した。事業の中止、縮小等による減額補正、反対に事業量増による増額も
あります。大規模災害時に備えて防災資機材整備事業は拡充されています。
また、観光振興推進事業では、コロナ禍の中での事業実施の危うさなど議
論があり、予算委員会は長時間に及んでいます。１年間に及ぶ予期せぬコ
ロナ対応での協議を議会だよりの中に感じ取って頂ければと思います。

	 記　浜口一利

広報広聴委員会 委員長　　山本哲也
副委員長　濱口正久
委員　　　南川則之
委員　　　河村　孝
委員　　　奥村　敦
委員　　　木下順一
委員　　　浜口一利


